
Ⅲ 神と人が配偶となる過程： 
A 独身の神は配偶者を見つけられませんでした 

• 妻は命と性質と表現において、夫と同じでなければなりません。  
創2:19 エホバ・神は、野のあらゆる動物と、空のあらゆる鳥を…その人の所に連れて来て.. 
           ［しかし］アダムのために、彼の配偶者としての助け手が見当たらなかった。  

B そのため、神は自ら人と成り、 
• 神がアダムを創造されたことによって予表されます。 
ヨハネ1:14 言は肉体と成って、わたしたちの間に幕屋を張られた… 

C 死を通して命を解放し、 
• 神はアダムを眠らせました。聖書において、眠りはしばしば死を指します。 
• キリストの死は命を解き放ち、分与し、命を増殖させる死です。 
 ヨハネ12:24 …一粒の麦が…死んだなら、多くの実を結ぶ 

D 復活の中で召会を建造し、 
• あばら骨でエバを建造したことは､復活の命を通して召会を生み出し建造することを予表します。 
• 神聖な命は私達の有機的な救いのためです。 
ローマ5:10 …神の御子の死を通して神に和解させられたからには、 
      和解させられている今、さらにいっそう彼の命の中で救われるからです．  

E 召会と結合して一となり、 
• エバはアダムの増し加わり（骨の骨、肉の肉）であり、二人は一つの肉体となりました。 
• それは召会がキリストの増し加わりであり、キリストの純粋な産物であることを予表します。 
エペソ5:31 …人はその父母を離れて、その妻と結び合い、二人は一つの肉体となるのである。  
エペソ5:32 この奥義は偉大です．実は、わたしはキリストと召会について言っているのです。 

F 永遠において神人の配偶となります。 
• 手順を経られた三一の神と造り変えられた三部分の人は最終的に結婚によって結ばれます 
• 私達は永遠において、神と人がミングリングされ祝福と喜びをあふれ流す生活をします！ 
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Ⅰ 全聖書は神聖なロマンスです 
イザヤ54:5 あなたの造り主はあなたの夫であり、万軍のエホバが彼の御名… 
エレ31:3 エホバは…言われた…わたしは永遠の愛をもってあなたを愛した．  
エゼ16:8 わたしは自分のすそをあなたの上に広げ､あなたの裸を覆い､あなたに 

誓ってあなたとの契約の中に入った…あなたはわたしのものとなった 
ホセア2:19 わたしはあなたを、永遠にわたし自身と婚約させる… 
2コリ11:2 …あなたがたを清純な処女としてキリストにささげるために、 

          一人の夫に婚約させた… 
啓19:7 わたしたちは喜び歓喜し、彼に栄光を帰そう． 

     小羊の婚姻の時が来て、彼の妻は用意を整えたからである。 

A 神は人に命を与え、人を彼との愛の関係の中へと入らせ、 

B 人を命の中で彼と一にならせます。 

C この愛は神と人との相互の愛であり、 

D 男と女の間の愛情深い愛のようです。 

E 人は神を愛し、彼の御前で時間を費やし、彼に注入していただくなら、 
    彼のゆえに光り輝き、彼を映し出します。 
ヨハネ14:21 わたしの戒めを持ち、それを守る者は、知っています． 

          なぜなら、わたしたちは、彼がそうであるように、彼を見るからです。 
1ヨハ3:2 …彼が現れるなら、わたしたちは彼のようになることを知っています． 

          なぜなら、わたしたちは、彼がそうであるように、彼を見るからです。  

Ⅱ アダムとエバはキリストと召会を予表します 
創2:18 それから､エホバ・神は言われた､「その人が独りでいるのは良くない. 

     わたしは彼に､彼の配偶者としての助け手を造ろう」。  
創2:22  エホバ・神は、その人から取ったあばら骨を一人の女に建造し、 

     彼女をその人の所に連れて来られた。 

A キリストは真の宇宙的な夫であり、 
  ローマ5:14 …アダムは来たるべき方の予表です。  

B 配偶者の助けが必要です。 
• キリストは絶対的に完全ですが、彼の妻としての召会がなければ、 
全体的ではありません。 

  エペソ1:23 この召会は、キリストのからだであり、 
    すべての中ですべてを満たしている方の豊満です。  
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召会が生み出される三つの段階： 
エペソ5:25 夫たちよ、キリストが召会を愛して、彼女のためにご自身を捨てられたように、 

あなたがたの妻を愛しなさい． 
エペソ5:26 それはキリストが召会を聖化し､言葉の中の水の洗いによって召会を清めるためであり､ 
エペソ5:27 またそれは、しみやしわや、そのようなものが何もなく、聖くて傷のない栄光の召会を、 

彼がご自身にささげるためです。（エペソ書ライフスタディー第54編） 


